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 来週からいよいよ 7 月、夏休みまであと 3 週間ほどとなりました。今年は平年並みの６月 7 日に梅雨入り

しましたが、例年以上に雨の日が多いように感じられます。台風７，８号が過ぎ去ると、きっと夏本番の日

差しと暑さがやってくるでしょう。子どもたちには、健康に気を付けながら毎日を元気に過ごし、楽しい夏

休みを迎えてほしいと思います。 

休み時間に校庭を眺めていると、暑さに負けず元気いっぱいに走り回ったり、友達と仲良く遊んだりする

子どもたちの姿が見られます。教室や図書室では、本を読んだり、おしゃべりを楽しんだり、笑顔で過ごし

たりする様子も見られ、微笑ましい気持ちになります。 

その一方で、時折耳にする言葉に、残念な気持ちになることがあります。相手を傷つける言葉を使ってし

まう人がいます。また、生活アンケートの結果等からも、心ない言葉によって傷ついた経験をもつ人もいる

ことがわかりました。 

言葉は目には見えません。しかし、人の心を温かくする力もあれば、深く傷つけてしまう力もあります。 

『ドラえもん』の制作関係者の間には、「子どもたちが真似をしないよう、できるだけ乱暴な言葉を使わな

い」という考え方があるそうです。ある映画の脚本の中で、ジャイアンがけんかの場面で「のび太なんか死

んでしまえ」と言う台詞が書かれていました。しかし初代ジャイアン役を務めていた声優の方は、「映画を

見た子どもたちが真似をしたら、人を傷つけてしまう。そんな言葉は言いたくない」と考え、別の表現がな

いか悩み続けたそうです。そして生まれたのが、皆さんもよく知っている「このっ、のび太のくせに！」と

いう台詞だったといいます。（今では「〇〇のくせに！」もあまり良い表現ではないですね）どのような言

葉を選ぶか。その言葉を聞いた相手がどんな気持ちになるのか。言葉を発する前に少し立ち止まって考える

ことの大切さを改めて感じさせられるエピソードです。 

良い言葉は相手の心を温かくし、勇気や元気を与えます。一方で、悪い言葉は相手を悲しませ、時には人

間関係を壊してしまいます。また、乱暴な言葉を使い続けると、周りの人はその人を避けたり、警戒したり

するようになります。表面上は仲良くしているように見えても、本当の信頼関係は築けません。 

昔の日本人は、言葉には不思議な力が宿ると考え、「言霊（ことだま）」という言葉を大切にしてきまし

た。よい言葉にはよいことを引き寄せる力があり、逆によくない言葉にはよくない結果を招く力があると信

じられていたのです。現代においても、言葉が人の心に大きな影響を与えることに変わりはありません。 

私たちは毎日たくさんの言葉を使っています。その言葉が相手の心を温かくする「言葉の花束」になって

いるでしょうか。それとも、知らず知らずのうちに相手を傷つけてしまってはいないでしょうか。自分が言

われてうれしい言葉、元気になる言葉を意識して使うことができれば、学校生活はもっと安心できるものに

なり、素敵な人間関係も広がっていくはずです。 

夏休みを迎えるまでのこの時期、「笑顔いっぱいの菅小学校」をみんなでつくっていきたいと思います。

ぜひ、ご家庭でも、地域でも、お子さんと一緒に「言葉の大切さ」や「相手に贈る言葉の花束」について話

題にしていただければ幸いです。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇「菅っ子の約束」夏用のご確認をお願いします。 
 ・ネッククーラー：振り回したり口に入れたりしないように、正しい使い方をご家庭でも話し

てください。 
 ・水筒：原則として「水またはお茶」としています。安全衛生面から水筒に入れてください。 
     水筒を首や肩から掛けながら走ったり遊んだりして転倒すると、腹部を損傷する事故

につながることがあります。走ったり遊んだりしないよう、学校で指導しています。
保護者の方からも声をかけてください。 

 ・日傘：傘が周囲の児童の目の高さに来ないよう、さし方についてご家庭でも話してくださ
い。 

〇夏休みについて 

長い休みを有意義に過ごし、思い出深いものにして欲しいと思います。後日「夏休みの過ごし

方」のお便りを配付しますので、ご家庭でも参考にしてください。 

※休み中も不審者、不審電話、交通事故等にはご家庭でもお子さんと話し合い、十分ご注意くだ

さい。 
〇学校閉庁日 
夏休みの期間、全市の小中学校で「学校閉庁日」を設けています。今年は、８月 12 日（水）13

日（木）14日（金）です。この３日間は、学校に教職員は不在となりますので、来校や電話等の対
応はできません。来校や緊急でない電話は学校閉庁日を外していただくほか、事故等の緊急の際
は、次の連絡先までお願いします。 
なお、わくわくプラザ事業につきましては、通常通り運営されます。 

※緊急の際の連絡先  
教育委員会事務局 受付時間 ８：30～17：15（12：00～13：00を除く） 
多摩区・教育担当  ０４４－９３５－３７９５   
学校教育部指導課 ０４４－２００－３２９０ 

７・８・９月の予定については、ミマモルメ配信のものをご

確認ください。 

生活目標 

すすんであいさつをしよう 
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